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一
　
は
じ
め
に

　

天
台
に
お
け
る
自
行
と
化
他
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
荊
渓
湛
然
（
七
一
一
│

七
八
二
）
が
『
十
不
二
門
』
で
「
則
止
観
十
乗
成w

今
自
行
因
果a

起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所
）
1
（

z

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
十
乗
観
法
と
起
教
に
当
て
嵌
め
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
十
乗
観
法
と
は
、『
摩
訶
止
観
』
の

十
大
章
第
七
の
正
修
に
説
示
さ
れ
る
観
法
で
あ
り
、
一
念
三
千
を
観
る
観
不
思

議
境
を
第
一
と
す
る
。
一
方
の
起
教
と
は
、
初
住
以
上
の
果
位
に
入
っ
て
か
ら

後
に
、
八
相
示
現
を
用
い
る
等
を
し
て
、
衆
生
の
た
め
に
教
を
起
す
こ
と
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、『
摩
訶
止
観
』
の
第
九
章
で
も
あ
る
こ
の
起
教
は
、
同
書
に

お
い
て
不
説
で
終
わ
っ
て
い
る
た
め
に
、
後
の
宋
代
天
台
で
は
、
起
教
に
関
す

る
諸
学
匠
間
の
見
解
の
相
違
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

宋
代
の
四
明
知
礼
（
九
六
〇
│
一
〇
二
八
）
は
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
に

お
い
て
、
初
心
の
行
者
も
自
行
の
起
教
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
す
る
。

同
書
巻
上
に
「
言e

起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所q

者
、
彼
文
起
教
雖w

即
弗o

宣
、

而
且
不p

出w

裂
網
之
意z

此
裂
網
文
泛
論w

生
起z

雖p

在w

果
後
化
他a

細
尋w

其
意q

多
明w

初
心
自
行
）
2
（

z

」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
初
心
起
教
の
説
）
3
（

で
あ
る
。

こ
こ
で
言
わ
れ
る
初
心
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
、
初
住
に
入

る
前
の
位
を
意
味
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
知
礼
は
、
未
だ
初
住
成
仏
し
て

い
な
い
行
者
で
も
、
自
行
と
し
て
起
教
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
こ

の
よ
う
な
知
礼
の
教
説
に
は
、
智
顗
や
湛
然
の
教
学
の
域
を
超
え
た
大
胆
さ
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
知
礼
の
初
心
起
教
の
説
は
、
後
山
外
派
の
浄
覚
仁
岳
（
九
九
二
│

一
〇
六
四
）
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
仁
岳
は
『
十
不
二
門
文
心

解
』
の
中
で
、
初
心
の
化
他
と
果
後
の
起
教
と
の
差
異
に
言
及
す
る
湛
然
の
教

説
を
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
を
厳
し
く
批
判
す
る
の
で
あ

る
。

　

さ
て
、
近
世
以
降
の
日
本
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
き
、
上
記
の
知
礼
の
教

説
と
仁
岳
の
知
礼
説
批
判
に
端
を
発
す
る
「
初
心
起
教
」
と
い
う
論
題
が
、『
台

宋
代
天
台
に
お
け
る
初
心
起
教
説
の
展
開

久
保
田
　
正
　
宏
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宗
二
百
題
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
）
4
（

。
こ
の
「
初

心
起
教
」
の
項
は
、
南
宋
時
代
末
期
の
天
台
の
学
匠
で
あ
る
武
林
可
度
（
生
没

年
不
詳
）
が
著
し
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
の
記
述
に
依
拠
し
て
作
ら
れ

て
い
て
、
知
礼
の
説
を
宣
揚
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
同
書
巻
上
本
の
記
述
に
は
、「
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
）
5
（

。」

の
記
述
が
よ
く
言
い
表
し
て
い
る
よ
う
に
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
一
致
を
強
調

す
る
草
庵
道
因
（
一
〇
九
二
│
一
一
六
九
）
や
、
北
峰
宗
印
（
一
一
四
八
│
一

二
一
三
）
と
い
っ
た
宋
代
天
台
諸
師
の
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

同
書
に
示
さ
れ
る
道
因
と
宗
印
の
説
は
、「
初
心
起
教
」
の
論
題
に
も
引
か
れ

て
い
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
一
致
を
強
調
す
る
道
因
と

宗
印
の
説
が
、
知
礼
の
教
説
に
見
出
せ
な
い
独
自
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
知
礼
は
、
初
心
の
行
者
が
、
あ
く
ま
で
も
自
行

と
し
て
起
教
を
修
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
要
を
言
え
ば
、
十
乗

観
法
と
起
教
が
、
同
一
・
不
離
の
関
係
に
あ
る
と
ま
で
言
い
切
る
道
因
と
宗
印
、

そ
し
て
、
道
因
と
宗
印
の
説
を
肯
定
的
に
捉
え
て
い
る
可
度
の
思
想
は
、
知
礼

の
教
説
か
ら
発
展
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
知
礼
よ
り
後
の
宋
代
天
台
諸
師
）
6
（

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
礼
の
初
心

起
教
説
を
継
承
し
た
か
と
い
う
思
想
史
は
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
先
ず
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
と
仁
岳
の
知
礼
説

批
判
を
見
た
上
で
、
可
度
の
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
に
示
さ
れ
る
初
心
起

教
説
が
、
知
礼
の
説
か
ら
変
化
し
て
い
る
様
子
を
確
認
す
る
。

　

そ
し
て
、
北
宋
時
代
の
神
智
従
義
（
一
〇
四
二
│
一
〇
九
一
）
と
草
堂
処
元

（
│
一
一
〇
三
│
）
に
よ
る
化
他
不
思
議
境
（
化
他
境
）
の
解
釈
を
確
認
し
、

さ
ら
に
は
、
南
宋
時
代
の
智
湧
了
然
（
一
〇
七
六
│
一
一
四
一
）
と
柏
庭
善
月

（
一
一
四
九
│
一
二
四
一
）
の
教
説
が
、
知
礼
の
説
か
ら
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
論
じ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
、『
十
不
二
門

指
要
鈔
詳
解
』
に
示
さ
れ
る
初
心
起
教
説
が
生
じ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
、
後

世
の
日
本
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
宋
代
天
台
教
学
の
意
義
を
指
摘

し
た
い
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
に
関
係
す
る
宋
代
天
台
諸
学
匠
を
中
心
に
、
略

系
図
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
）
7
（

。

二
　
知
礼
説
と
仁
岳
に
よ
る
批
判

（
一
）　
知
礼
の
初
心
起
教
説

　

四
明
知
礼
（
九
六
〇
│
一
〇
二
八
）
の
初
心
起
教
説
が
示
さ
れ
る
の
は
、『
十

不
二
門
指
要
鈔
』
で
あ
る
。
知
礼
の
説
を
見
る
前
に
、
先
ず
は
、
荊
渓
湛
然
（
七

一
一
│
七
八
二
）
の
『
十
不
二
門
』
の
記
述
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　仁
岳
（
後
山
外
派
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　従
義
（
後
山
外
派
）

　
　
　尚
賢

　継
忠

　処
元

　道
淵

　道
琛

　慧
詢

　善
月

知
礼

　
　
　
　鑑
文

　中
立

　道
因

　
　
　本
如

　処
咸

　元
恵

　了
然

　
　
　梵
臻

　従
諫

　択
卿

　可
観

　宗
印

　法
照

　可
度
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若
解w

迹
妙a

本
妙
非p

遥
。
応p

知
。
但
是
離
合
異
耳
。
因
果
義
一
、
自

他
何
殊
。
故
下
文
云
、
本
迹
雖p

殊
、
不
思
議
一
。
況
体
宗
用
、
祇
是
自

他
因
果
法
故
。
況
復
教
相
、
祇
是
分-w

別
前
之
四
章a

使i

前
四
章
与w

諸

文q
永
異n

若
暁w

斯
旨a

則
教
有p

所p

帰
、
一
期
縦
横
、
不p

出w

一
心
三

千
世
間
、
即
空
・
仮
・
中z

理
境
乃
至
利
益
咸
爾
。
則
止
観
十
乗
成w

今

自
行
因
果a
起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所z

則
彼
此
昭
著
、
法
華
行
成
。

使i

功
不w

唐
捐q

所
詮
可t
識
）
8
（

。

　

右
の
傍
線
部
で
は
、
十
乗
観
法
が
自
行
の
因
果
を
成
し
、
起
教
が
化
他
の
能

所
を
成
す
と
明
示
さ
れ
る
。
湛
然
は
、
迹
門
十
妙
と
本
門
十
妙
に
お
け
る
自
行

の
因
果
と
化
他
の
能
所
を
、『
摩
訶
止
観
』
に
お
け
る
十
乗
観
法
と
起
教
に
結

び
付
け
る
の
で
あ
る
。こ
こ
で
、化
他
の
能
所
に
あ
た
る
起
教
が
、『
摩
訶
止
観
』

で
不
説
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
後
の
宋
代
天
台
に
お
け
る
思
想
展
開
を
生
む

要
因
に
な
る
。

　

知
礼
の
初
心
起
教
説
は
、
次
に
示
す
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
に
説
か
れ

る
。
右
に
示
し
た
『
十
不
二
門
』
の
傍
線
部
の
「
起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所z

」

と
い
う
記
述
の
註
釈
で
あ
る
。

言e

起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所q

者
、
彼
文
起
教
雖w

即
弗o

宣
、
而
且
不

p

出w

裂
網
之
意z

此
裂
網
文
泛
論w

生
起z

雖p

在w

果
後
化
他a

細
尋w

其

意q

多
明w

初
心
自
行z

故
文
云
、
種
種
経
論
開w

人
眼
目a

執p

此
疑p

彼
、

是p

一
非p

諸
。
今
融-w

通
経
論q

解p

結
出p

籠
。
豈
非e

始
行
能
裂w

他
網z

又
文
云
、
若
人
善
用w

止
観q

観p

心
、
則
内
慧
明
了
通-w

達
漸
頓
諸
教z

如i

破w

微
塵q

出u

大
千
経
巻n

河
沙
仏
法
、
一
心
中
暁
。
豈
非w

自
行
起
教z

又
云
、
若
欲i

外
益w

衆
生q

逗p

機
設t

教
等
。
此
文
方
是
果
後
化
他
也
。

輔
行
二
釈
謂w

化
他
裂
網
・
自
行
裂
網z

但
自
行
文
略
。故
読
者
多
暗
。至w

于
帰
大
処
文q

亦
為w

初
心
修
観q

而
説
。
故
云
、
膠
手
易p

著
、
寱
夢
難p

醒
、

封p

文
斉p

意
、
自
謂
為p

是
。
乃
至
云
、
為w

此
意q

故
須p

論w

旨
帰z

故
知
。

五
略
・
十
広
、
雖p

該w

自
他
始
終a

而
尽
是
行
者
修
法
。
若
了w

彼
文a

方
可p

銷w

今
相
成
之
意z

故
今
十
門
従w

染
浄
不
二q

已
去
、
皆
指w

果
後

設
化
之
相a

悉
在w

初
心
刹
那
一
念z

而
必
須w

三
観
功
成
、
此
用
方
顕z

故
文
云
、
故
須w

初
心
而
遮
而
照q

等
。
故
知
。
能
修w

起
教
之
観a

則
能

成-w

就
応
機
・
現
通
・
説
法
之
用q

也
。
此
意
稍
隠p

解
者
、
方
知
。
不p

作w

此
解a

則
止
観
裂
網
・
旨
帰
之
文
、
記
中
自
行
之
釈
、
及
今
相
成
之
語
、

如
何
銷p

之
。
若
云i

但
修w

十
乗q

果
用
自
顕y

者
、
則
合p

云e

十
乗
成w

今

化
他
能
所
）
9
（

z

　

傍
線
部
を
見
る
と
、
知
礼
は
、『
摩
訶
止
観
』
で
不
説
と
な
っ
て
い
る
起
教

の
章
を
、
同
書
の
五
略
）
10
（

の
第
四
で
あ
る
裂
大
網
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
。
知

礼
に
よ
れ
ば
、
同
書
で
不
説
の
起
教
の
章
は
、
裂
大
網
と
同
意
で
あ
り
、
起
教

と
は
、
一
応
は
果
後
の
化
他
で
あ
る
が
、
実
に
は
初
心
の
自
行
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

因
み
に
、『
摩
訶
止
観
』
の
起
教
章
と
裂
大
網
を
同
意
と
す
る
考
え
は
、『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
一
之
三
に
、「
問
。
大
章
名w

起
教a

五
略
名w

裂
網z

云

何
得p
同
。
答
。
対
揚
利p

物
、
名
為w

起
教z

令w

他
除o

疑
、
名
為w

裂
網z

起

教
本
為p

除w
他
疑
網z

是
故
同
也
）
11
（

。」
と
あ
る
よ
う
に
、
湛
然
の
教
説
に
認
め

ら
れ
る
。
知
礼
の
説
は
、
こ
の
よ
う
な
湛
然
の
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
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ら
れ
る
。

　

右
に
示
し
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
の
記
述
の
中
に
、「
故
文
云
、
種

種
経
論
開w

人
眼
目a

執p

此
疑p

彼
、
是p

一
非p

諸
。
今
融-w

通
経
論q

解p

結
出

p

籠
。」
と
あ
る
の
は
、『
摩
訶
止
観
』
巻
一
上
の
「
云
何
裂
大
網
。
種
種
経
論
開w

人
眼
目a

而
執p
此
疑p

彼
、
是p

一
非p

諸
、
聞p

雪
謂p

冷
、
乃
至
聞p

鶴
謂p

動
。

今
融-w

通
経
論q

解p
結
出p
籠
）
12
（

。」
と
い
う
裂
大
網
の
説
明
を
引
用
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、「
又
文
云
、
若
人
善
用w
止
観q

観p

心
、
則
内
慧
明
了
通-w

達
漸
頓

諸
教z

如i

破w

微
塵q

出u

大
千
経
巻n
河
沙
仏
法
、
一
心
中
暁
。」、
及
び
「
又

云
、
若
欲i

外
益w

衆
生q

逗p

機
設t

教
等
。」
と
い
う
記
述
は
、
次
に
示
す
『
摩

訶
止
観
』
巻
二
下
の
裂
大
網
を
説
く
箇
所
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
い
）第
四
為e

通
裂w

大
網
諸
経
論q

故
。
説w
是
止
観q

者
、
若
人
善
用w

止

観q

観p

心
、
則
内
慧
明
了
通-w

達
漸
頓
諸
教z

如i
破w
微
塵q

出u

大
千
経

巻n

恒
沙
仏
法
、
一
心
中
暁
。（
ろ
）若
欲i

外
益w

衆
生q
逗p
機
設t

教
者
、

随w

人
堪
任q

称p

彼
而
説
。
乃
至
成
仏
化p

物
之
時
、
或
為w
法
王q
説w

頓

漸
法a

或
為w

菩
薩a

或
為w

声
聞
・
天
・
魔
・
人
・
鬼
、
十
法
界
像q
対

揚
発
起
。
或
為p

仏
所p

問
、
而
広
答w

頓
漸z

或
扣p

機
問p

仏
、
仏
答w
頓

漸
法
輪z

此
義
至w

第
九
重q

当w

広
説z

摂
法
中
亦
略
示
）
13
（

。

　

つ
ま
り
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
の
「
又
文
云
、若
人
善
用w

止
観q

観p

心
、

則
内
慧
明
了
通-w

達
漸
頓
諸
教z

如i

破w

微
塵q

出u

大
千
経
巻n

河
沙
仏
法
、

一
心
中
暁
。」
と
い
う
記
述
は
、
右
の
傍
線
部
（
い
）
の
一
部
を
引
用
し
た
も

の
で
あ
り
、
同
書
同
巻
の
「
又
云
、
若
欲i

外
益w

衆
生q

逗p

機
設t

教
等
。」

と
い
う
文
は
、
右
の
傍
線
部
（
ろ
）
の
大
略
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

さ
ら
に
、
前
に
示
し
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
の
傍
線
部
で
は
、
右
の

『
摩
訶
止
観
』
巻
二
下
を
註
釈
し
た
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
記
述
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
に
示
す
同
書
巻
二
之
五
の
箇
所
で
あ
る
。

四
明w

裂
大
網q

者
、
裂-i

破
執w

於
権
教q

疑
網n

（
イ
）初
文
通
除w

自
他
疑

網z

故
云w

通
裂z

乃
至
須p

暁w

漸
頓
諸
教
出o

自w

一
心z

若
不i

善
用w

不
思
議
観q

観u

於
一
心
不
思
議
境h

何
由
可p

裂w

執p

教
大
疑z

（
ロ
）若
欲

下
、
為w

利
他q

故
裂w

他
疑
網z

今
明w

果
報q

且
語w

初
住z

以w

初
得q

故

越-w

却
中
間z

故
云w

乃
至z

成
仏
即
指w

妙
覚z

初
住
已
去
、
通
能
八
相

裂w

大
疑q

故
。
故
云w

裂
網z

自p

此
已
去
、
節
節
能
起w

十
法
界
化z

是

故
法
王
乃
至
八
部
、皆
云p

或
也
。言w

頓
漸q

者
、皆
如w

今
仏
先p

頓
後p

漸

等q

也
。
対
揚
及
転
、
如w

前
分
別z

衆
生
機
熟
、
必
仮i

菩
薩
承w

仏
力q

答
、

及
設p

問
等n

如p

此
自
他
皆
由e

妙
観
契w

於
妙
境z

是
故
能
有w

如p

是
妙

用
）
14
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傍
線
部
（
イ
）
は
、
前
に
示
し
た
『
摩
訶
止
観
』
巻
二
下
の
傍
線
部
（
い
）

の
註
釈
で
あ
り
、
傍
線
部
（
ロ
）
は
、
傍
線
部
（
ろ
）
の
註
釈
で
あ
る
。
こ
の

湛
然
の
註
釈
に
よ
れ
ば
、
同
書
同
巻
の
傍
線
部
（
い
）
の
部
分
は
、
裂
大
網
の

中
の
自
行
の
裂
網
と
な
る
。
そ
し
て
、
傍
線
部
（
ろ
）
は
、
傍
線
部
（
ロ
）
の

「
今
明w
果
報q

且
語w

初
住z

以w

初
得q

故
越-w

却
中
間z

故
云w

乃
至z

成
仏
即

指w

妙
覚z
初
住
已
去
、
通
能
八
相
裂w

大
疑q

故
。
故
云w

裂
網z

」
と
い
う
註

釈
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
初
住
以
上
の
化
他
の
裂
網
に
な
る
と
い
う
。

　

知
礼
は
、
上
記
の
湛
然
の
註
釈
を
踏
ま
え
、
裂
大
網
と
同
意
の
起
教
に
も
、
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自
行
と
化
他
が
存
在
す
る
と
し
て
、『
摩
訶
止
観
』
巻
二
下
の
傍
線
部
（
い
）

が
自
行
の
起
教
を
意
味
し
、
同
書
同
巻
の
傍
線
部
（
ろ
）
は
、
初
住
以
上
の
果

後
に
お
け
る
化
他
の
起
教
を
意
味
す
る
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
、
自
行
の
起
教

は
、
初
心
に
お
い
て
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場

合
、
化
他
の
裂
網
（
起
教
）
が
初
住
以
上
に
当
て
嵌
ま
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

知
礼
が
言
う
初
心
は
、
初
住
に
入
る
前
の
位
を
指
し
示
す
と
理
解
で
き
よ
う
。

　

よ
っ
て
、
知
礼
の
主
張
に
従
え
ば
、
右
の
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
二
之
五

の
傍
線
部
（
イ
）
は
、
自
行
の
起
教
の
註
釈
と
な
り
、
傍
線
部
（
ロ
）
は
、
化

他
の
起
教
の
註
釈
と
な
る
。
そ
し
て
、
知
礼
は
、
湛
然
に
よ
る
自
行
の
起
教
の

註
釈
が
、
果
後
に
お
け
る
化
他
の
起
教
の
註
釈
よ
り
も
短
く
簡
略
で
あ
る
た
め

に
、
初
心
で
修
す
る
自
行
の
起
教
の
存
在
が
隠
れ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
す
る
の

で
あ
る
）
15
（

。
知
礼
の
説
は
、
自
行
と
化
他
の
別
が
あ
る
起
教
の
中
で
、
自
行
の
起

教
の
み
を
、
初
住
成
仏
す
る
前
の
初
心
に
お
い
て
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
説
と
解
釈
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
前
に
示
し
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
の
傍
線
部
に
は
、「
故

今
十
門
従w

染
浄
不
二q

已
去
、
皆
指w

果
後
設
化
之
相a

悉
在w

初
心
刹
那
一

念z

而
必
須w

三
観
功
成
、
此
用
方
顕z

」
と
も
あ
り
、
こ
の
記
述
か
ら
は
、
果

後
に
お
け
る
化
他
の
起
教
も
、
結
局
は
初
心
に
あ
る
と
い
う
解
釈
も
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、『
摩
訶
止
観
』

巻
二
下
の
裂
大
網
の
記
述
か
ら
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
二
之
五
に
お
け
る

湛
然
の
註
釈
を
根
拠
に
、
自
行
と
化
他
の
二
つ
の
起
教
を
見
出
す
こ
と
か
ら
始

ま
る
も
の
で
あ
り
、
初
心
で
修
す
る
起
教
は
、
あ
く
ま
で
も
自
行
と
し
て
の
起

教
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
知
礼
説
の
基
本
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
前
に
示
し
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
の
最
後
の
傍
線
部
に
は
、

「
若
云i

但
修w

十
乗q

果
用
自
顕y

者
、
則
合p

云e

十
乗
成w

今
化
他
能
所z

」
と

い
う
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
山
外
派
の
奉
先
源
清
（
│
九
九
七
）
述
『
法
華
十

妙
不
二
門
示
珠
指
』
巻
下
の
「
…
…
止
観
、
全
是
法
華
妙
行
。
則
修
後
而
証p

此

也
。
所
詮
即
因
果
）
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。」
の
記
述
を
批
判
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
17
（

。
知
礼
は
、

初
心
に
お
い
て
は
十
乗
観
法
の
み
を
修
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
を
否
定
す
る

の
で
あ
り
、
初
心
で
修
す
る
自
行
の
起
教
の
意
義
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
）　
仁
岳
の
知
礼
説
批
判

　

次
に
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
知
礼
の
初
心
起
教
説
に
対
し
て
、
後
山
外
派

の
浄
覚
仁
岳
（
九
九
二
│
一
〇
六
四
）
が
加
え
た
批
判
を
確
認
し
た
い
。
仁
岳

は
、『
十
不
二
門
文
心
解
』
に
お
い
て
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
を
次
の
よ
う
に

批
判
す
る
。

…
…
今
謂
、
不p

然
。
若
自
裂p

網
、
則
通w

初
心z

若
裂w

他
網a

須p

至w

果
後z

故
輔
行
釈w

化
他
不
思
議
境q

云
、
初
心
依p

理
生p

解
為p

他
説
者
、

与w

起
教q

不p

同
。
此
唯
実
報
八
相
被p

物
、
発-w

起
権
実q

施
開
廃
等
。
何

得p

云e

始
行
能
裂w

他
網q

乎
。
抑
、
又
起
教
之
言
、
須i

起w

八
教q

徧
逗u

群
機n

而
反
用w

自
裂
之
文q

作w

自
行
起
教q

者
、
不w

亦
謬
濫q

乎
。
又
令i

修w
起
教
之
観q

成u

説
法
之
用h

不p

許i

但
修w

十
乗q

果
用
自
顕y

者
、
且

輔
行
云
、
若
不i

善
用w

不
思
議
観q

観u

不
思
議
境h

何
由
可p

裂w

執p

教

大
疑z

豈
非e
但
是
修w

十
乗q

耶
。
況
今
文
云
、
理
境
乃
至
利
益
咸
爾
。
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故
知
。
起
教
更
無w

異
塗z

若
謂i

十
乗
不p

該w

果
用
後
之
五
妙q

更
須u

別

修h

是
則
衆
宝
之
車
、
翻
同w

壊
驢
之
運z

但
以w

起
教
之
義q

正
明w

感
応

等
事a

彼
此
相
顕
。
故
曰w

成
今z

止
観
云
、
起
教
一
章
転w

其
自
心q

利-w
益
於
他z
輔
行
云
、
自
証w

妙
理q

称p

機
説p

法
、
教
由p

機
生
。
故
云w

起

教
）
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右
の
仁
岳
の
説
に
従
え
ば
、
自
行
と
化
他
の
裂
網
の
中
で
、
化
他
の
裂
網
の

み
が
起
教
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
仁
岳
は
、「
而
反
用w

自
裂
之
文q

作w

自

行
起
教q

者
、
不w

亦
謬
濫q

乎
。」
と
述
べ
、
自
行
の
裂
網
を
根
拠
に
自
行
の
起

教
を
立
て
る
知
礼
の
説
を
批
判
す
る
。
こ
の
と
き
に
、
仁
岳
は
、
初
心
に
お
け

る
化
他
と
、
果
後
の
化
他
（
起
教
）
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
湛
然
の
教

説
を
、
知
礼
に
対
す
る
批
判
の
証
文
と
し
て
使
う
。

　

引
か
れ
て
い
る
の
は
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
三
に
お
け
る
「
若
聖
、

若
凡
、
凡
欲p

利p

他
、
皆
須w

四
句
横
竪
破o

執
。
乃
可w
四
句
慈
悲
為o

他
。
然
、

此
為p

他
与w

後
起
教a

其
義
不p

同
。
彼
唯
実
報
八
相
被p

物
、
発-w
起
権
実q

施

開
廃
等
。
此
唯
初
心
依p

理
生p

解
、
無w

性
執q

已
為p

他
四
説
。
亦
通w
後
心q

仍
在w

習
果
無
生
忍
位a

四
執
実
破
赴p

物
説p

四
。
…
…
）
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」
と
い
う
化
他
不
思

議
境
（
化
他
境
）
の
説
明
で
あ
る
。

　

化
他
境
と
は
、
一
念
三
千
を
観
る
観
不
思
議
境
の
化
他
で
あ
る
。
観
不
思
議

境
が
、
十
乗
観
法
の
第
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
化
他
境
は
、
十
乗
観
法

に
含
ま
れ
る
初
心
の
化
他
と
言
え
よ
う
。
右
の
湛
然
の
教
説
で
は
、
化
他
境
は
、

初
心
に
お
い
て
、
理
に
よ
っ
て
解
を
生
じ
さ
せ
、
性
執
を
無
く
し
た
後
に
、
他

者
の
た
め
に
自
・
他
・
共
・
無
因
（
離
）
の
四
を
説
く
も
の
と
さ
れ
る
。
一
方

の
起
教
と
は
、
初
住
以
上
の
実
報
無
障
礙
土
に
お
い
て
八
相
示
現
を
用
い
る
等

を
し
て
、
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
初
心
の
化
他
と
は
異
な
る
も
の
と

し
て
説
明
さ
れ
る
。
仁
岳
は
、
こ
の
湛
然
の
説
を
示
し
、
初
心
に
起
教
が
存
在

す
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
し
て
、
知
礼
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
、
仁
岳
は
、
初
心
で
は
十
乗
観
法
の
み
を
修
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

考
え
を
示
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
が
、
前
に
も
示
し
た
『
止
観

輔
行
伝
弘
決
』
巻
二
之
五
の
「
若
不i

善
用w

不
思
議
観q

観u

於
一
心
不
思
議

境h

何
由
可p

裂w

執p

教
大
疑
）
20
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」
と
い
う
自
行
の
裂
網
の
記
述
で
あ
る
。
要
す

る
に
、
仁
岳
は
、
前
の
知
礼
述
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
に
お
い
て
「
若
云i

但
修w

十
乗q

果
用
自
顕y

者
、
則
合p

云e

十
乗
成w

今
化
他
能
所
）
21
（
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」
と
批
判
さ

れ
る
源
清
の
考
え
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。
仁
岳
に
よ
れ
ば
、
初
心
の
観
法
は

十
乗
観
法
で
あ
り
、
初
心
に
お
い
て
十
乗
観
法
と
は
別
に
起
教
を
修
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
仁
岳
に
よ
る
知
礼
の
初
心
起
教
説
へ
の
批
判
は
、
十
乗
観
法

と
起
教
の
差
異
を
強
調
す
る
こ
と
が
根
幹
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
後
に
宋

代
天
台
山
家
派
の
諸
学
匠
が
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
を
宣
揚
す
る
と
き
に
は
、

こ
う
し
た
仁
岳
の
批
判
に
再
反
論
を
加
え
る
こ
と
が
必
然
の
課
題
と
な
る
の
で

あ
る
。

三
　『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
に
見
る
初
心
起
教
説

　

そ
れ
で
は
、『
台
宗
二
百
題
』
の
論
題
「
初
心
起
教
」
に
も
影
響
を
与
え
る
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こ
と
に
な
る
武
林
可
度
（
生
没
年
不
詳
）
の
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
に
見

ら
れ
る
記
述
を
検
討
し
て
い
き
た
い
）
22
（

。
同
書
は
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
の
註

釈
書
で
あ
り
、
南
宋
時
代
末
期
か
ら
元
時
代
初
頭
に
か
け
て
著
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
次
に
示
す
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
の
問
答
は
、
上
述
の

仁
岳
に
よ
る
知
礼
説
批
判
に
対
す
る
反
論
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、

知
礼
説
を
宣
揚
す
る
「
初
心
起
教
」
の
項
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
）
23
（

。

然
、
初
心
修w

起
教a
為i
離w

十
乗q

外
別
修y

耶
。
即w

十
乗q

而
修
耶
。

若
別
修
者
、
則
顕w

十
乗
観
体
一
念
三
千
摂p

法
不o

尽
。
況
自
行
初
心
修w

不
思
議
境a

又
修w

起
教q

応w
両
重
用o

観
耶
。
若
即w

十
乗q

而
修
、
不
二

門
那
云i

十
乗
成w

自
行q

起
教
成u
化
他y
耶
。

答
。
若
以w

観
体q

言p

之
、
十
乗
・
起
教
、
只
一
三
千
・
三
諦
。
何
法
不p

具
。

但
修w

観
行q

者
、
須i

精
識w

果
上
偏
円
・
漸
頓
諸
教
出o

自w

一
心a

攬w

此
等
法q

入w

一
念
心q

而
修h

名w

起
教
観z

北
峰
曰
、
法
理
已
備
、
修
相

未p

明
。
是
知
。
説
有w

次
第a

修
在w

一
心z

善
修w

止
観q
者
、
攬w

化
他

法q

融-w

入
一
心z

焉
有e

起
教
在w

十
乗
外z

荊
渓
云
、
須p

暁w
漸
頓
諸
教

出o

自w

一
心a

至w

執p

教
大
疑z

如p

此
自
他
並
由e

妙
観
契w

於
妙
境z

是
故
能
有w

如p

是
妙
用
）
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z

文

　

先
ず
、
初
心
に
お
い
て
起
教
を
修
す
る
と
き
に
は
、
十
乗
観
法
と
別
に
修
す

る
の
か
、
も
し
く
は
十
乗
観
法
に
即
し
て
修
す
る
の
か
と
い
う
問
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
問
は
、
明
ら
か
に
前
の
仁
岳
述
『
十
不
二
門
文
心
解
』
に
お
け

る
知
礼
説
批
判
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
問
に
対
す
る
答
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
体
は
、
同
一
の
三

千
・
三
諦
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
体
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、

行
を
修
す
る
と
い
う
観
点
で
は
、
起
教
は
十
乗
観
法
と
名
称
を
異
に
す
る
と
い

う
。
要
す
る
に
、
初
心
に
お
い
て
は
、
十
乗
観
法
に
即
し
て
一
心
に
起
教
を
修

す
る
と
い
う
の
が
、
前
の
問
に
対
す
る
答
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
初
心
で
起
教

を
修
す
れ
ば
、
初
心
に
お
い
て
十
乗
観
法
と
は
別
の
観
法
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
仁
岳
の
知
礼
説
批
判
を
、
可
度
は
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
右
の
記
述
の
傍
線
部
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
可
度
が
北
峰
宗

印
（
一
一
四
八
│
一
二
一
三
）
の
説
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
宗
印
は
、
可
度

の
師
で
あ
る
仏
光
法
照
（
一
一
八
五
│
一
二
七
三
）
の
師
に
あ
た
る
。
現
存
す

る
宗
印
の
著
作
に
、
右
の
傍
線
部
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
説
を
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
宗
印
の
説
は
、
ど
の
よ
う
に
初
心
で
起
教
を
修
す
る
か
と

い
う
起
教
の
修
相
を
、
十
乗
観
法
を
用
い
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中

で
、
起
教
が
十
乗
観
法
の
外
に
あ
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
因

み
に
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
一
致
を
強
調
す
る
宗
印
の
名
は
、「
初
心
起
教
」

の
論
題
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）
25
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。

　

さ
ら
に
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
に
は
、
右
に
示
し
た
記
述
の

後
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
続
く
。

草
庵
云
、
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
。
但
文
義
主
対
、
解
行
相
当
。
則
妙
玄

十
妙
・
止
観
十
章
、
各
具w

自
行
・
化
他
之
法z

妙
玄
前
五
妙
須i

修w

止

観
十
乗
自
行
之
観q

成t

之
、
後
五
妙
須i

修w

止
観
起
教
之
観q

成t

之
。

此
関
節
也
。
若
以w

旨
趣q

言p

之
、
十
乗
不p

離w

起
教a

起
教
不p

離w

十

乗z

草
庵
曰
、
止
観
雖w

十
乗a

不
思
議
境
観
一
也
。
初
心
雖w

起
教a

而
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不
思
議
境
観
亦
一
也
。
文
心
解
引w

輔
行q

云
、
若
不
善
用
不
思
議
観
等
文
、

豈
非e

但
修w

十
乗q

耶
。
若
謂i

十
乗
不p

該w

果
用
後
之
五
妙q

更
須u

別

修h
則
衆
宝
之
車
成w

壊
驢
之
運z

文　

此
以w

旨
趣q

而
難w

関
節z

抑
、

亦
四
明
何
嘗
云w

別
修q

耶
。
…
…
）
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右
の
記
述
の
傍
線
部
に
は
、「
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
。」
と
い
う
草
庵
道
因

（
一
〇
九
二
│
一
一
六
九
）
の
説
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
道
因
は
、
南
宋
時
代

初
頭
の
学
匠
で
あ
り
、
前
の
宗
印
よ
り
も
先
輩
に
な
る
。
現
存
す
る
道
因
の
著

作
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
右
の
記
述
の
中
で
、
ど
こ
ま
で
を
道
因
の
説
と
看
做

す
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
、「
終
日
十
乗
、

終
日
起
教
。」
と
い
う
傍
線
部
は
、
間
違
い
な
く
道
因
の
説
で
あ
ろ
う
。『
台
宗

二
百
題
』
の
「
初
心
起
教
」
の
項
に
も
、
こ
の
「
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
。」

と
い
う
文
が
、
道
因
の
説
と
し
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
）
27
（

。

　

そ
の
後
に
あ
る
「
若
以w

旨
趣q

言p

之
、
十
乗
不p

離w
起
教a

起
教
不p

離w

十
乗z

」
と
い
う
傍
線
部
は
、
道
因
の
説
か
、
も
し
く
は
、
道
因
の
説
を
伝
え

る
可
度
の
記
述
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
傍
線
部
に
は
、
十
乗
観
法

と
起
教
の
同
一
性
を
強
調
す
る
思
想
が
表
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
草
庵
曰
、

止
観
雖w

十
乗a

不
思
議
境
観
一
也
。
初
心
雖w

起
教a

而
不
思
議
境
観
亦
一

也
。」
と
い
う
傍
線
部
は
、
明
ら
か
に
道
因
の
説
で
あ
ろ
う
。
道
因
は
、
初
心

で
十
乗
観
法
を
修
す
る
こ
と
と
、
初
心
で
起
教
を
修
す
る
こ
と
は
、
全
く
同
じ

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

重
要
な
こ
と
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
一
致
を
強
調
す
る
道
因
と
宗
印
の
説

が
、
前
の
知
礼
の
初
心
起
教
説
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。
前
に
見
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
に
お
け
る
知
礼
の
初
心
起

教
説
は
、
起
教
が
自
行
・
化
他
の
裂
大
網
と
同
意
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
も
っ

て
、
初
心
に
お
け
る
自
行
の
起
教
（
裂
網
）
の
存
在
を
認
め
た
に
過
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
に
は
、「
問
。
初
心
修w

起
教a

与w

化
他
境a

為p

同
為p

異
。
答
。
起
教
観
、
乃
攬w

果
後
化
他
法
門q

入w

初
心q

修
。
化
他
境
、
明i

三
千
法
離w

性
執q

已
無t

妨w

四
説z

不p

可w

会
同
）
28
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z

」
と

い
う
問
答
も
あ
る
。
可
度
は
、
十
乗
観
法
の
中
の
化
他
境
と
、
起
教
と
の
性
質

の
違
い
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
29
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
の
初
心
起
教
説
が
近
世
以
降

の
日
本
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
と
き
に
は
、
同
書
に
伝
え
ら
れ
る
道
因
と
宗

印
の
説
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
）
30
（

。
そ
こ
で
、
次
節
か
ら
は
、
上
述
の
『
十

不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
に
示
さ
れ
る
初
心
起
教
説
が
、
知
礼
以
降
の
宋
代
天
台

で
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
探
り
た
い
。

四
　
従
義
と
処
元
の
化
他
境
解
釈
に
つ
い
て

　

知
礼
以
降
の
宋
代
天
台
に
お
け
る
起
教
に
関
す
る
教
学
の
発
展
を
見
る
と
、

先
ず
、
北
宋
時
代
の
後
山
外
派
の
学
匠
、
神
智
従
義
（
一
〇
四
二
│
一
〇
九
一
）

と
、
山
家
派
の
学
匠
の
一
人
で
あ
る
草
堂
処
元
（
│
一
一
〇
三
│
）
と
の
論
争
）
31
（

の
中
に
、
注
目
す
べ
き
思
想
が
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
従
義
に
よ
る
起
教
の
解
釈
を
確
認
し
た
い
。
従
義
は
、『
止
観



宋
代
天
台
に
お
け
る
初
心
起
教
説
の
展
開

（87）1258

義
例
纂
要
』
巻
一
）
32
（

に
お
け
る
起
教
の
説
明
で
、『
摩
訶
止
観
』
巻
二
下
の
「
若
欲i

外
益w

衆
生q

逗p

機
設t

教
者
、
随w

人
堪
任q

称p

彼
而
説
。
…
…
）
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（

」
と
い
う
化

他
の
裂
網
の
記
述
や
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
三
に
お
け
る
「
然
、
此

為p

他
与w
後
起
教a

其
義
不p

同
。
彼
唯
実
報
八
相
被p

物
、
発-w

起
権
実q

施
開

廃
等
。
…
…
）
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」
と
い
う
化
他
境
の
説
明
を
引
き
、
起
教
が
、
初
心
の
化
他
境
と

は
異
な
る
初
住
以
上
の
化
他
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
知
礼
の
初
心

起
教
説
を
認
め
な
い
仁
岳
の
見
解
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
従
義
は
一
方
で
、『
止
観
義
例
纂
要
』
巻
五
に
お
い
て
、
観
不

思
議
境
の
性
徳
・
修
徳
・
化
他
の
三
境
に
つ
い
て
説
明
す
る
中
で
、「
此
境
有

p

三
。
第
一
、
理
境
。
一
念
三
千
非w

一
異
等z
豈
可p

不w

是
実
相
観
理z

次
、

修
徳
境
。
四
性
推
検
。
豈
可p

不w

是
唯
識
歴
事z
三
、
化
他
境
。
但
是
化
他
、

三
千
赴p

物
耳
。
初
乗
既
爾
。
余
九
準
知
。
…
…
）
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」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
従

義
の
三
境
解
釈
は
、
後
に
処
元
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で

は
、
傍
線
部
の
化
他
境
解
釈
に
注
目
し
た
い
。

　

傍
線
部
の
化
他
境
解
釈
で
は
、「
三
千
赴p

物
耳
。」
の
「
赴p

物
」
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
湛
然
述
『
十
不
二
門
』

の
自
他
不
二
門
に
お
け
る
「
七
、
自
他
不
二
門
者
、
随p

機
利p

他
事
乃
憑p
本
。

本
謂w

一
性a

具-w

足
自
他q

方
至w

果
位z

自
即
益p

他
。
如w

理
性
三
徳
・
三

諦
・
三
千z

自
行
、
唯
在w

空
・
中z

利
他
、
三
千
赴p

物
。
物
機
無
量
、
不p

出w

三
千z

…
…
）
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」
と
い
う
記
述
の
傍
線
部
は
、
右
に
示
し
た
従
義
の
化
他
境
解
釈

の
基
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
中
の
「
赴p

物
」
と
い
う
語
は
、

無
量
の
衆
生
に
赴
く
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、
湛
然
は
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
三
の
化
他
境
の
説
明
で
「
若

聖
、
若
凡
、
凡
欲p

利p

他
、
皆
須w

四
句
横
竪
破o

執
。
乃
可w

四
句
慈
悲
為o

他
。

然
、此
為p

他
与w

後
起
教a

其
義
不p

同
。彼
唯
実
報
八
相
被p

物
、発-w

起
権
実q

施
開
廃
等
。
此
唯
初
心
依p

理
生p

解
、
無w

性
執q

已
為p

他
四
説
。
亦
通w

後
心q

仍
在w

習
果
無
生
忍
位a

四
執
実
破
赴p

物
説p

四
。
…
…
）
37
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」
と
記
す
よ
う
に
、

果
位
に
入
っ
て
よ
り
後
の
化
他
に
つ
い
て
、「
被p

物
」
や
「
赴p

物
」
の
語
を

用
い
て
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
果
後
の
化
他
（
起
教
）
の
対
象
は
、
初
心
の
化

他
境
と
は
異
な
り
、
よ
り
多
く
の
衆
生
を
指
す
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
湛
然
の
教
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
三
、
化
他
境
。
但
是
化
他
、

三
千
赴p

物
耳
。」
と
い
う
従
義
の
解
釈
を
見
る
と
、
従
義
も
「
赴p

物
」
の
語
を
、

衆
生
に
赴
く
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
初
心

の
化
他
境
と
果
後
の
起
教
と
の
不
同
を
強
調
す
る
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五

之
三
の
説
と
齟
齬
を
来
す
こ
と
に
な
る
が
、
従
義
の
解
釈
は
、
初
心
の
化
他
境

と
、
多
く
の
衆
生
を
対
象
に
し
た
果
後
の
起
教
と
を
同
一
視
す
る
思
想
と
も
看

做
せ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
ま
さ
に
処
元
は
、
従
義
の
化
他
境
解
釈
を
、
初
心
の
化
他
境
と
果

後
の
化
他
を
混
同
す
る
謬
説
と
断
じ
、『
止
観
義
例
随
釈
』
巻
一
で
次
の
よ
う

に
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

言e

妙
境
中
明w

説
教
大
体q

者
、
纂
者
云
、
不
思
議
境
有p

三
。
若
性
徳
境
、

乃
真
如
観
理
。
即
本
自
二
空
也
。
不p

知i

此
人
謂w

本
自
二
空q

為u

是
何

物n
…
…
化
他
一
境
、
他
謂
、
即
是
果
後
化
他
。
此
又
不p

知w

立
文
之
意q

也
。
此
妙
止
観
初
乗
観
法
、
不w

従p

観
為o

名
。
特
謂w

之
不
思
議
境q

者
、
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意
彰w

忘p

修
之
相q

也
）
38
（

。

　

右
の
傍
線
部
が
、
前
の
従
義
撰
『
止
観
義
例
纂
要
』
巻
五
の
「
三
、
化
他
境
。

但
是
化
他
、
三
千
赴p

物
耳
。」
の
説
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
処
元
の
批
判
は
、

従
義
が
、
初
心
の
観
法
で
あ
る
観
不
思
議
境
の
化
他
境
を
、
誤
っ
て
果
後
の
化

他
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
従
義
と
処
元
の
教
説
か
ら
は
、
従
義
が
初
心
の
化
他

境
と
果
後
の
化
他
（
起
教
）
を
同
一
の
も
の
と
し
て
解
釈
し
、
こ
う
し
た
従
義

の
説
を
処
元
が
批
判
す
る
と
い
う
構
図
が
見
え
て
く
る
。
し
か
し
、
従
義
を
批

判
す
る
処
元
の
教
説
に
は
、
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
化
他
境
解
釈
が
含
ま

れ
て
い
る
。
先
ず
、『
止
観
義
例
随
釈
』
巻
一
の
処
元
の
三
境
説
に
は
、
次
の

よ
う
な
化
他
境
解
釈
が
あ
る
。

…
…
此
執
雖p

亡
、
理
既
未p

顕
由p

無w

四
句z
即
便
疑
云
、
若
三
千
実
道

不p

自
不p

他
、
不p

共
不w

無
因q

者
、
諸
経
論
中
、
何
故
乃
作w

自
生
乃
至

無
因
生
説q

耶
。
為p

破w

此
計q

故
云w

有
因
縁
故
亦
可
得
説a
説
必
被p

機
。

故
有w

四
説z

諸
仏
菩
薩
自
行
離w

四
過q

已
、
化p

他
四
説
。
一
一
皆
悉
説

即
無
説
。
此
遣w

第
二
重
執q

化
他
不
思
議
境
也
）
39
（

。

　

右
の
記
述
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、「
諸
仏
菩
薩
自
行
離w

四
過q

已
、
化p
他

四
説
。」
と
い
う
文
で
あ
ろ
う
。
処
元
の
解
釈
に
従
え
ば
、
化
他
境
に
お
け
る

自
・
他
・
共
・
無
因
（
離
）
の
四
は
、
諸
仏
菩
薩
が
説
く
四
と
同
じ
で
あ
る
こ

と
に
な
る
）
40
（

。
つ
ま
り
、
成
仏
し
て
い
な
い
初
心
の
行
者
の
化
他
と
、
諸
仏
菩
薩

の
化
他
、
す
な
わ
ち
、
果
後
の
化
他
と
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
り
、
先
述
の
よ
う

な
、
従
義
の
説
に
批
判
を
加
え
る
立
場
と
は
相
容
れ
な
い
処
元
の
考
え
が
示
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
書
巻
二
に
は
「
…
…
因w

茲
推
撿q

而
又
起p

執
云
、
若
諸
法
不w

自
他q

乃
至
不w

無
因q

者
、
何
故
経
論
乃
作w

自
他
及
無
因
説q

耶
。
此
疑w

化
他

境q

也
。
為p

破w

此
計q

乃
云
、
諸
仏
菩
薩
自
行
已
離w

四
過a

化p

他
無p

妨w

四

説z

此
乃
深
観w

於
空q

破w

化
他
境
）
41
（

z

」
と
い
う
化
他
境
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。

や
は
り
こ
こ
に
も
、「
諸
仏
菩
薩
自
行
已
離w

四
過a

化p

他
無p

妨w

四
説z

」
と

あ
り
、
処
元
は
、
化
他
境
を
諸
仏
菩
薩
の
四
説
に
等
し
い
も
の
と
し
て
説
明
す

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
止
観
義
例
纂
要
』
巻
五
の
「
三
、
化
他
境
。
但
是
化
他
、

三
千
赴p

物
耳
。」
と
い
う
従
義
の
化
他
境
解
釈
を
批
判
す
る
処
元
も
、
初
心
の

化
他
境
と
果
後
の
化
他
を
同
じ
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が

る
。
従
義
と
処
元
の
両
者
の
著
作
に
、
初
心
の
行
者
が
修
す
る
十
乗
観
法
の
一

部
で
あ
る
化
他
境
と
、
成
仏
し
た
後
の
化
他
（
起
教
）
を
、
同
一
の
も
の
と
し

て
見
る
考
え
が
表
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
後
述
す
る
南
宋
時
代
に
お

け
る
教
説
の
展
開
に
も
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
た
と
思
わ
れ
る
。

五
　
南
宋
時
代
に
お
け
る
教
説
の
展
開

（
一
）　
了
然
の
初
心
起
教
説

　

さ
て
、
南
宋
時
代
の
中
国
天
台
に
は
、
前
の
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻

上
本
に
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
道
因
と
宗
印
よ
り
も
先
輩
の
学
匠
と
し
て
、
智

湧
了
然
）
42
（

（
一
〇
七
六
│
一
一
四
一
）
が
い
る
。
了
然
の
著
作
に
は
、『
十
不
二
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台
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開
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門
枢
要
』
と
い
う
『
十
不
二
門
』
の
註
釈
書
が
あ
り
、
了
然
の
起
教
に
関
す
る

説
は
、『
十
不
二
門
』
の
「
則
止
観
十
乗
成w

今
自
行
因
果a

起
教
一
章
成w

今

化
他
能
所z

則
彼
此
昭
著
、
法
華
行
成
。
使i

功
不w

唐
捐q

所
詮
可t

識
）
43
（

。」
と

い
う
湛
然
の
記
述
を
註
釈
す
る
中
の
三
つ
の
問
答
に
確
認
で
き
る
。

　

前
に
論
じ
た
よ
う
に
、
知
礼
は
、
同
書
の
「
起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所z

」

と
い
う
記
述
を
註
釈
す
る
中
で
初
心
起
教
説
を
立
て
た
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
了

然
も
、
同
じ
箇
所
の
註
釈
で
自
身
の
初
心
起
教
説
を
説
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
先
ず
、
次
に
示
す
『
十
不
二
門
枢
要
』
巻
上
の
問
答
を
検
討
す
る
。

問
。
起
教
一
章
広
文
雖p

欠
、
裂
網
一
略
義
即
足
。
焉
還
於w

初
心q

可w

修

習q

乎
。

答
。
諸
師
異
論
、
備
在w

他
文z

（
Ⅰ
）今
曰
、
従w

文
生
起a

自
行
・
化
他

両
種
裂
網
、
皆
在w

果
上z

自
行
亦
果
者
、
行
始
為p

因
、
行
終
為p

果
。

果
即
自
行
之
証
。
故
輔
行
云
、
如p

此
自
他
皆
由e
妙
観
契w

於
妙
境z

是

故
能
有w

如p

此
妙
用z

良
由i

自
行
於w

真
証
位q

契u

乎
妙
境h
自
行
裂
網

也
。故
方
有w

於
妙
用
之
能a

他
裂
網
也
。（
Ⅱ
）若
入p

心
成p

観
、則
自
行
・

化
他
二
種
裂
網
、
皆
在w

初
心q

即
可w

修
習z

一
者
、
三
観
対
論
。
修w
於

空
・
中a

自
行
裂
網
。
修w

於
仮
観a

化
他
裂
網
。
二
者
、
三
観
通
論
。修w

三
観q

者
、
入
以p

照p

理
、
自
行
裂
網
。
出
以p

照p

物
、
化
他
裂
網
。
若
得w

此
旨q

用
格
、
諸
師
自
見w

蔵
否q

不p

暇w

広
陳
）
44
（

z

　

右
の
問
答
で
は
、『
摩
訶
止
観
』
で
不
説
の
起
教
章
が
、
同
書
の
五
略
の
第
四
、

裂
大
網
と
同
意
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
下
に
、
起
教
に
対
す
る
二
通
り
の
解
釈

が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
一
の
解
釈
は
、
傍
線
部
（
Ⅰ
）
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

は
、『
摩
訶
止
観
』
に
お
け
る
文
の
生
起
に
従
う
場
合
の
解
釈
で
あ
り
、
こ
の

場
合
に
は
、
前
に
示
し
た
同
書
巻
二
下
の
記
述
）
45
（

に
お
け
る
傍
線
部
（
い
）
の
自

行
の
裂
網
と
、
傍
線
部
（
ろ
）
の
化
他
の
裂
網
が
、
と
も
に
成
仏
後
の
果
上
に

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
裂
大
網
と
同
意
の
起
教
が
、
果
上
に
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

了
然
は
、
こ
の
解
釈
の
証
文
と
し
て
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
二
之
五
の
「
如

p

此
自
他
皆
由e

妙
観
契w

於
妙
境z

是
故
能
有w

如p

是
妙
用
）
46
（

z

」
と
い
う
裂
大
網

の
註
釈
を
挙
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
了
然
に
よ
る
第
二
の
解
釈
は
、
右
の
傍
線
部
（
Ⅱ
）
に
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
心
に
入
っ
て
観
を
成
す
場
合
の
も
の
で
、
自
行
の
裂
網

と
化
他
の
裂
網
が
、
両
者
と
も
に
初
心
に
存
在
し
、
行
者
に
よ
っ
て
修
習
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
自
行
と
化
他
の
起
教
が
ど
ち
ら
も
初

心
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
化
他
の
裂
網
、
す
な
わ
ち
、
化
他
の
起
教
も
初
心
に

存
在
し
得
る
と
明
言
す
る
了
然
の
解
釈
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
、
前
に

論
じ
た
知
礼
の
初
心
起
教
説
と
異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
了
然
は
、
右
に
示
し
た
『
十
不
二
門
枢
要
』
巻
上
の
傍
線
部
（
Ⅱ
）

で
、自
行
と
化
他
の
二
種
の
裂
網
を
初
心
で
修
す
る
と
い
う
こ
と
を
、空
・
仮
・

中
の
三
観
と
関
連
さ
せ
て
具
体
的
に
説
明
す
る
。
了
然
に
よ
れ
ば
、
空
・
中
観

を
修
す
る
こ
と
が
自
行
の
裂
網
で
あ
っ
て
、
仮
観
を
修
す
る
こ
と
が
化
他
の
裂

網
で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
が
三
観
の
対
論
に
該
当
す
る
と
い
う
。
ま
た
了
然

は
、
三
観
の
通
論
と
い
う
も
の
も
示
し
、
理
を
照
ら
す
こ
と
を
も
っ
て
入
る
こ

と
が
自
行
の
裂
網
で
あ
り
、
物
を
照
ら
す
こ
と
を
も
っ
て
出
だ
す
こ
と
が
化
他
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の
裂
網
で
あ
る
と
説
く
。

　

前
に
扱
っ
た
知
礼
述
『
十
不
二
門
指
要
鈔
』
巻
上
に
、「
故
今
十
門
従w

染
浄

不
二q
已
去
、
皆
指w

果
後
設
化
之
相a

悉
在w

初
心
刹
那
一
念z

而
必
須w

三
観

功
成
、
此
用
方
顕
）
47
（

z

」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
了
然
に
よ

る
三
観
を
用
い
る
説
明
は
、
知
礼
説
に
沿
っ
た
も
の
と
も
看
做
せ
よ
う
。
し
か

し
、
初
心
で
裂
大
網
（
起
教
）
を
修
す
る
場
合
の
修
相
に
つ
い
て
、
上
記
の
よ

う
に
三
観
を
使
っ
て
具
体
的
に
論
じ
る
の
は
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
に
は
見
ら

れ
な
い
了
然
の
説
の
特
徴
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
起
教
と
十
乗
観
法
の
関
係
に
つ
い
て
の
了
然
の
見
解
を
知
る
上
で
、

次
に
示
す
二
つ
の
問
答
は
重
要
で
あ
る
。
了
然
は
、
前
に
示
し
た
『
十
不
二
門

枢
要
』
巻
上
の
問
答
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

問
。
入p

心
成p

観
、
唯
修w

十
乗q

復
修w

起
教z
若
只
修w

十
乗a

其
起
教

一
章
不p

用p

修
耶
。

答
。
起
教
一
章
文
雖p

在p

後
、
入p

心
成p

観
、
法
理
在p
初
。
由p

修
十
乗

既
有w

仮
観z

豈
非w

即
是
起
教
一
章
初
心
修q

耶
。

問
。
若
約w

法
理a

只
修w

十
乗q

已
摂w

起
教z

何
故
復
云e

起
教
一
章
成w

今
化
他
能
所z

答
。
今
従p

別
摂w

文
相q

以
説
）
48
（

。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
問
答
を
要
す
る
に
、
了
然
は
、
初
心
に
お
け
る
起
教
は
十
乗

観
法
の
中
に
収
ま
り
、
十
乗
観
法
と
起
教
は
完
全
に
同
一
の
観
法
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
了
然
の
主
張
は
、
自
行
と
化
他
の
裂
網
が
、

両
者
と
も
に
初
心
に
存
在
し
得
る
と
い
う
前
の
問
答
の
解
釈
と
深
く
結
び
つ
い

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

ま
た
、右
の
記
述
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、「
起
教
一
章
文
雖p

在p

後
、入p

心

成p

観
、
法
理
在p

初
。
由p

修
十
乗
既
有w

仮
観z

」
と
い
う
部
分
や
、「
若
約w

法
理a

只
修w

十
乗q

已
摂w

起
教z

」
と
い
う
文
で
あ
ろ
う
。
法
と
し
て
の
起
教

の
理
が
初
心
に
あ
り
、
起
教
が
十
乗
観
法
、
あ
る
い
は
、
十
乗
観
法
の
中
の
仮

観
に
収
ま
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
了
然
の
主
張
は
、
先
述
の
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本

に
「
北
峰
曰
、
法
理
已
備
、
修
相
未p

明
。
是
知
。
説
有w

次
第a

修
在w

一
心z

善
修w

止
観q

者
、
攬w

化
他
法q

融-w

入
一
心z

焉
有e

起
教
在w

十
乗
外
）
49
（

z

」
と
伝

え
ら
れ
る
宗
印
の
説
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
宗
印
の
説
が
、
了
然

の
説
を
受
け
継
い
で
形
成
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

勿
論
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
宗
印
の
説
で
は
、
初
心
に
お
け
る
起
教
の
修
相
を
、

了
然
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
法
と
し
て
の
起
教
の
理
が
初
心

に
備
わ
る
と
し
て
、
起
教
の
修
相
に
つ
い
て
言
及
し
、
さ
ら
に
は
、
起
教
が
完

全
に
十
乗
観
法
に
収
ま
る
と
い
う
宗
印
の
説
は
、
了
然
の
説
の
片
鱗
を
窺
わ
せ

る
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
了
然
の
初
心
起
教
説
は
、
自
行
と
化
他
の
裂
網
（
起
教
）

が
、
と
も
に
初
心
に
存
在
し
得
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
初
心
に
お
け

る
十
乗
観
法
と
起
教
を
、
同
一
の
観
法
と
看
做
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

了
然
の
説
は
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
か
ら
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
可
度
の

『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
に
伝
え
ら
れ
る
宗
印
や
、
ひ
い
て
は
、
道

因
の
説
の
形
成
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
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（
二
）　
善
月
に
よ
る
起
教
の
解
釈

　

南
宋
時
代
の
柏
庭
善
月
）
50
（

（
一
一
四
九
│
一
二
四
一
）
は
、
知
礼
の
弟
子
の
一

人
で
あ
る
広
智
尚
賢
（
│
一
〇
二
八
│
）
の
系
統
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

善
月
は
、
知
礼
の
門
弟
で
あ
る
南
屛
梵
臻
（
│
一
一
〇
三
）
の
後
裔
の
宗
印
と

は
系
統
が
異
な
る
が
、
宗
印
の
師
で
あ
る
竹
庵
可
観
（
一
〇
九
二
│
一
一
八
二
）

を
、
当
時
の
広
智
系
の
拠
点
で
あ
っ
た
南
湖
に
迎
え
た
と
さ
れ
）
51
（

、
宗
印
と
も
何

ら
か
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
善
月
に
よ
る
起
教
の
解
釈
を
見

れ
ば
、
宗
印
と
同
時
代
に
展
開
さ
れ
た
初
心
起
教
説
の
一
端
が
明
ら
か
と
な
ろ

う
。

　

そ
れ
で
は
、
善
月
が
著
し
た
『
台
宗
十
類
因
革
論
』
巻
二
の
「
観
法
論
第
五
」

を
確
認
し
よ
う
。
こ
の
中
の
「
事
理
二
観
例
」
と
い
う
項
で
は
、
起
教
に
関
し

て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

他
通
皆
属p

教
。
止
観
雖p

有w

教
行a

通
皆
属p

行
。
夫
惟
、
皆
教
故
並
是

所
成
。
皆
行
故
並
是
能
成
。
以w

能
成q

故
、
若
教
、
若
行
、
皆
可p

論p

修
、

方
彰-e

解
由w

行
成
之
意z

此
其
可p

修
之
大
旨
也
。
更
有w

余
義z

此
不w

詳
出z

但
其
修
相
難

p

明
、
同
異
莫p

辨
。
政
使p

示p

之
、
亦
莫p

不i

以w

若
人
善
用
止
観
観
心

之
文q

為t

説
。
然
、
則
与w

乗
境q

何
異
哉
。
謂
、
異
・
不
異
、
皆
未p

免
乎
。

有p

妨
。
今
先
示w

其
修
相a

而
後
同
異
得
、
以
辨p

之
。
原w

其
旨q

者
、

本
由e

一
心
具-w

足
諸
法z

諸
仏
証p

此
按p

心
説p

教
。
四
依
先
覚
覧p

教
成

p

行
、
還
将w

此
行q

而
修w

一
心z

此
心
若
開
、
全
顕w

諸
法z

夫
観
既
由

p

教
而
成
、
則
教
必
由p

観
而
顕
。
教
観
相
循
、
迭
相
為p

用
。
起
教
之
観

蘊
乎
。
是
矣
。
言w

其
修
相a

必
皆
妙
境
・
妙
観
・
妙
定
・
妙
慧
亦
莫p

不

p

以w

不
思
議
三
観z

而
照w

之
円
頓
十
乗q

而
運p

之
、
是
則
善
用w

十
乗a

乃
所
以
善
修w

起
教z

善
修w

起
教a

乃
所
以
善
用w

十
乗z

不w

善
用
修q

者
、
反p

是
。
雖p

然
、
此
知w

同
一
円
観q

而
已
。
未p

見w

其
異q

也
）
52
（

。

　

善
月
は
、
起
教
の
修
相
、
す
な
わ
ち
、
起
教
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
修
す

る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
起
教
の
修
相
を
、
ま
さ

に
十
乗
観
法
で
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
善
月
の
説
の
骨
子
に
は
、

前
に
見
た
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
に
伝
え
ら
れ
る
宗
印
の
説
）
53
（

と
の

共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。

　

右
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
起
教
の
修
相
は
、
不
思
議
の
三
観
で
あ
る
と
い
う
。

起
教
の
修
相
に
つ
い
て
、
三
観
を
用
い
て
説
明
す
る
の
は
、
前
に
扱
っ
た
了
然

述
『
十
不
二
門
枢
要
』
巻
上
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
善
月
が
、
了
然
の

説
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
善

月
は
、
十
乗
観
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
起
教
を
修
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
同
時
に
、
起
教
を
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
十
乗
観
法
を
用
い
る
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
言
う
。
善
月
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
が
同
一
の
円
観
で
あ
る
と
説

く
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
善
月
は
、
上
述
の
よ
う
な
十
乗
観
法
と
起
教
の
同
一
性
を
説
い
た

後
に
、
右
の
記
述
に
続
け
て
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
名
称
が
異
な
る
理
由
に
つ

い
て
も
説
明
す
る
。

今
示e
其
所-w

以
異q

者
、
所p

従w

不
同q

其
説
有p

三
。
一
者
、
従p

本
。
以w

此
十
乗
元
依p

教
立a

従w

所
依
本q

得p

名w

起
教z

二
者
、
従p

用
。
由

p

修w

妙
観q
慧
性
通
達
、
一
切
仏
法
皆
自p

心
顕
。
従w

所
発
用q

故
名w

起
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教z

三
者
、
従p

果
。
復
由e

十
乗
観
成w

理
顕q

破p

惑
入p

位
、
則
能
果
後

起
教
益p

物
。
従p

果
名p

因
故
名w

起
教z

非w

此
三
義a

則
直
従w

観
体q

名
曰w

十
乗z

故
不
二
門
従p

相
異
説
、
乃
以p

別
対w

自
他z

而
止
観
等
文
、

還
約w
十
乗q

以
示w

起
教z

理
無p

異
致
故
也
）
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（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
十
乗
観
法
と
起
教
が
同
一
の
観
法
で
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、

両
者
の
名
称
は
異
な
る
わ
け
で
あ
り
、
善
月
は
、
名
称
が
異
な
る
三
つ
の
理
由

を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
善
月
は
、
本
・
用
・
果
の
三
つ
の
観
点
か
ら
、
起
教
が

十
乗
観
法
と
名
称
が
異
な
る
理
由
を
説
く
。
そ
の
上
で
、「
非w

此
三
義a

則
直

従w

観
体q

名
曰w

十
乗z

」
と
述
べ
、
本
質
的
に
は
、
起
教
が
十
乗
観
法
と
は
異

な
ら
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
善
月
の
説
は
、
起
教
は
十
乗
観
法
と

は
名
称
こ
そ
異
な
る
が
、
起
教
は
十
乗
観
法
と
何
等
異
な
ら
な
い
観
法
で
あ
る

と
い
う
説
な
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
善
月
述
『
台
宗
十
類
因
革
論
』
巻
二
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
自
説

が
示
さ
れ
た
後
に
、「
由p

是
言p

之
、
彼
謂
丁

但
修w

十
乗q

果
用
自
顕
、
不
丙

必

修
乙

起
教
甲

者
、
蓋
、
不p

得w

今
同
異
之
義q

故
也
。
…
…
）
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（

」
と
あ
り
、
知
礼
を

批
判
し
た
仁
岳
に
対
す
る
反
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
反
論
の
中
で
注
目

す
べ
き
は
、「
…
…
其
又
、以i

輔
行
所
謂
起
教
唯
尊
果
後
故
、与w

初
心
化
他
境q

異y

者
、
是
猶
以e

汎
論w

生
起q

而
蔽w

文
旨z

本
通w

文
意a

政
由e

起
教
通w

於

初
心q

有p

同
。
依p

理
生p

解
化
他
境
者
、
故
一
往
取w

此
果
後q

対w

彼
初
心q

以

辨
異
爾
。
若
専
果
後
任
当w

自
異a

何
須w

此
論z

以p

是
知w

其
義z

有w

同
異q

故
也
）
56
（

。」
と
い
う
箇
所
で
あ
ろ
う
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
仁
岳
は
『
十
不
二
門
文
心
解
）
57
（

』
に
お
い
て
、
湛
然
述
『
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
三
の
「
若
聖
、
若
凡
、
凡
欲p

利p

他
、
皆
須w

四
句

横
竪
破o

執
。乃
可w

四
句
慈
悲
為o

他
。然
、此
為p

他
与w

後
起
教a

其
義
不p

同
。

彼
唯
実
報
八
相
被p

物
、発-w

起
権
実q

施
開
廃
等
。此
唯
初
心
依p

理
生p

解
、無w

性
執q

已
為p

他
四
説
。
亦
通w

後
心q

仍
在w

習
果
無
生
忍
位a

四
執
実
破
赴p

物

説p

四
。
…
…
）
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」
と
い
う
記
述
を
引
い
て
知
礼
の
初
心
起
教
説
を
批
判
し
た
。

善
月
に
よ
れ
ば
、
湛
然
の
本
意
は
、
起
教
と
初
心
の
化
他
境
の
同
一
性
を
示
す

こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
化
他
境
と
起
教
を
同
一
の
も
の
と
し
て
捉
え
る

考
え
が
、
す
で
に
北
宋
時
代
の
従
義
と
処
元
の
著
作
に
表
れ
て
い
る
こ
と
は
、

前
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

六
　
結
　
語

　

以
上
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
宋
代
天
台
に
お
い
て
は
、
初
住
成
仏
す
る
前

の
初
心
で
起
教
を
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
知
礼
の
初
心
起
教
説
が
、
主

に
、
南
宋
時
代
の
了
然
や
善
月
と
い
っ
た
学
匠
に
よ
っ
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

知
礼
の
初
心
起
教
説
は
、
自
行
と
化
他
の
内
、
自
行
の
裂
網
（
起
教
）
を
初
心

で
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
了
然
の
説
は
、
自
行
と

化
他
の
裂
網
（
起
教
）
が
と
も
に
初
心
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ

り
、
知
礼
の
説
か
ら
変
化
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

十
乗
観
法
と
起
教
を
同
一
の
観
法
と
看
做
す
了
然
の
思
想
は
、
こ
う
し
た
裂

大
網
の
解
釈
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
思
想
が
、
道
因
や
宗
印
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
、
可
度
の
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
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解
』
巻
上
本
に
伝
え
ら
れ
る
宗
印
の
説
に
、
了
然
の
説
の
一
端
が
見
え
る
こ
と

は
、
前
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
了
然
が
、
初
心
に
お
け
る
起
教
の
修
相
を
三
観
と
定
義
し
た
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
を
一
致
さ
せ
る
理
論
の
支
柱

で
あ
り
、
後
に
善
月
も
、
起
教
の
修
相
を
三
観
と
し
て
、
十
乗
観
法
と
起
教
が

同
一
の
円
観
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
善
月
も
、
了
然
と
同
様
に
、

起
教
が
自
行
と
化
他
の
区
別
な
く
、
初
心
に
存
在
し
得
る
と
考
え
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
善
月
は
、
知
礼
と
は
異
な
り
、
初
心
で
修
す
る
起
教
を
、
自
行
の

起
教
に
限
定
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
善
月
が
、
仁
岳
を
批
判
す
る
中
で
、
化
他
境
と
起
教
を
同
じ
化
他
と

し
て
解
釈
し
た
こ
と
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
一
致
を
強
調
す
る
一
環
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
化
他
境
と
起
教
を
同
一
視
す
る
思
想
は
、
す
で
に
北
宋
時
代
の

従
義
と
処
元
の
著
作
に
胎
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

善
月
が
宗
印
と
同
輩
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
善
月
の
説
は
、

可
度
が
簡
略
に
伝
え
る
宗
印
の
説
を
理
解
す
る
上
で
の
一
助
に
な
る
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
善
月
の
説
は
、
道
因
や
宗
印
の
説
を
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』

巻
上
本
で
肯
定
的
に
伝
え
た
可
度
自
身
に
も
、
多
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
論
題
「
初
心
起
教
」
の
基
底
に
も
な
っ
た
同

書
同
巻
の
記
述
は
、
知
礼
の
初
心
起
教
説
と
仁
岳
の
知
礼
説
批
判
だ
け
で
な
く
、

上
述
の
よ
う
な
、
宋
代
天
台
諸
師
に
よ
る
教
説
の
展
開
を
経
て
成
立
し
た
と
言

え
よ
う
。

註

（
1
）　

大
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四
六
・
七
〇
三
頁
上
。

（
2
）　

大
正
四
六
・
七
〇
七
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。

（
3
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教
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宏
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史
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台
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│
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│
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仏
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範
疇
論
（
一
）
│
『
指
要
鈔
』
を
通
路

と
し
て
│
」（『
駒
沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
三
六
、一
九
七
八
年
）、神
達
知
純
「
自

行
と
化
他
に
つ
い
て
│
天
台
智
顗
の
場
合
│
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
九
│
一
、

二
〇
一
〇
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
廣
田
誠
嗣
氏
は
、「
智
雲
撰
『
妙
経
文
句
私
志
記
』

に
お
け
る
修
性
論
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
一
輯
・
第
一
分

冊
、
二
〇
一
六
年
）
で
、
唐
代
の
智
雲
の
修
性
論
を
扱
う
に
あ
た
り
、
天
台
に
お
け
る

自
行
と
化
他
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
4
）　

古
宇
田
亮
宣
編
『
訳和
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
六
三
七
〜
六
四
〇
頁
。「
初
心
起
教
」

の
項
で
は
、
初
心
で
修
す
る
起
教
を
、
知
礼
の
よ
う
に
「
自
行
起
教
」
と
は
言
わ
ず
、

単
に
「
起
教
」
と
言
う
。

（
5
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
七
四
丁
左
下
。

（
6
）　

知
礼
よ
り
後
の
宋
代
天
台
の
教
学
に
関
す
る
主
な
研
究
に
、
安
藤
俊
雄
『
天
台
思
想

史
』（
法
藏
館
、
一
九
五
九
年
）、
潘
桂
明
・
呉
忠
偉
『
中
国
天
台
宗
通
史
』（
江
蘇
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
林
鳴
宇
『
宋
代
天
台
教
学
の
研
究
│
『
金
光
明
経
』
の

研
究
史
を
中
心
と
し
て
│
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
三
年
）
等
が
あ
る
。

（
7
）　

知
礼
以
降
の
宋
代
天
台
諸
師
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
島
地
大
等
『
天
台
教
学
史
』（
明

治
書
院
、
一
九
二
九
年
、
二
一
〇
〜
二
二
〇
頁
）、
武
覚
超
『
中
国
天
台
史
』（
叡
山
学

院
、
一
九
八
七
年
、
一
四
六
〜
一
五
一
頁
）
等
、
参
照
。

（
8
）　

大
正
四
六
・
七
〇
二
頁
下
〜
七
〇
三
頁
上
。

（
9
）　

大
正
四
六
・
七
〇
七
頁
下
〜
七
〇
八
頁
上
。

（
10
）　
『
摩
訶
止
観
』
の
五
略
を
論
じ
た
も
の
に
、
張
堂
興
昭
「「
五
略
」
小
考
」（『
天
台
学

報
』
五
一
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。



1251（94）

（
11
）　

大
正
四
六
・
一
六
五
頁
上
。

（
12
）　

大
正
四
六
・
四
頁
上
。

（
13
）　

大
正
四
六
・
二
〇
頁
中
。
因
み
に
、「
如i

破w

微
塵q

出u

大
千
経
巻n

」
と
い
う
文
は
、

六
十
『
華
厳
』
巻
三
五
（
大
正
九
・
六
二
三
頁
下
〜
六
二
四
頁
上
）
や
、『
究
竟
一
乗

宝
性
論
』
巻
二
（
大
正
三
一
・
八
二
七
頁
中
下
）
の
記
述
の
大
意
を
示
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
六
十
『
華
厳
』
と
『
宝
性
論
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
良
峻
『
最

澄
の
思
想
と
天
台
密
教
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
、
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
、
註（
18
）・

（
19
））
参
照
。

（
14
）　

大
正
四
六
・
二
一
五
頁
上
中
。

（
15
）　

池
田
・
神
達
両
氏
前
掲
論
文
、
参
照
。

（
16
）　

続
蔵
二
│
五
・
六
三
丁
左
下
。

（
17
）　

池
田
氏
前
掲
論
文
（
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
18
）　

続
蔵
二
│
五
・
八
八
丁
右
上
下
。

（
19
）　

大
正
四
六
・
二
九
八
頁
上
。

（
20
）　

前
出
、
註（
14
）。

（
21
）　

前
出
、
註（
9
）。

（
22
）　
『
台
宗
二
百
題
』（
古
宇
田
亮
宣
編
『
訳和
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
六
三
七
〜
六
四
〇
頁
）

に
お
け
る
「
初
心
起
教
」
の
論
題
が
、
可
度
詳
解
『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本

（
続
蔵
二
│
五
・
一
七
四
丁
右
下
〜
一
七
五
丁
右
下
）
の
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、『
台
宗
二
百
題
補
助
記
』
巻
五
の
「
初
心
起
教
」
の
項
に
、「
指
要
詳
解

上
本
八
十
云　

一　
　

云　

今
問
答
、
悉
在w

其
中z

」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
宝
守
脱
も
『
法
華

玄
籤
講
述
』
巻
七
上
（
仏
教
大
系
『
法
華
玄
義
』
四
・
三
四
一
頁
）
で
、「
享
保
抄
所p

撰

問
答
、
悉
在w

武
林
詳
解z

上
本
自
八
十

一
至
八
十
八
」
と
指
摘
す
る
。

（
23
）　

古
宇
田
亮
宣
編
『
訳和
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
六
三
九
〜
六
四
〇
頁
。

（
24
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
七
四
丁
左
下
。

（
25
）　

古
宇
田
亮
宣
編
『
訳和
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
六
四
〇
頁
。

（
26
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
七
四
丁
左
下
〜
一
七
五
丁
右
上
。

（
27
）　

古
宇
田
亮
宣
編
『
訳和
天
台
宗
論
義
二
百
題
』
六
四
〇
頁
。

（
28
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
七
五
丁
右
上
下
。

（
29
）　

宋
代
に
お
け
る
化
他
境
と
起
教
と
の
差
別
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蒙
潤
の
化
他
不

思
議
境
解
釈
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
五
│
一
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
30
）　

前
出
、
註（
25
）、（
27
）参
照
。
特
に
、『
十
不
二
門
指
要
鈔
詳
解
』
巻
上
本
（
前
出
、

註（
26
））
に
示
さ
れ
る
「
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
。」
と
い
う
道
因
の
説
は
、
例
え
ば
、

慧
澄
癡
空
著
『
止
観
輔
行
講
義
』
巻
三
（
仏
教
大
系
『
摩
訶
止
観
』
二
・
八
六
頁
）
に

も
「
…
…
若
言w

其
旨
趣a

則
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
也
。
草
堂
之
説
、
得p

意
矣
。」

と
引
か
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
中
の
「
草
堂
」
は
、「
草
庵
」
の
誤
り

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
守
脱
撰
『
法
華
玄
籤
講
述
』
巻
七
上
（
仏
教
大
系
『
法
華
玄
義
』

四
・
三
三
九
〜
三
四
二
頁
）、
同
撰
『
止
観
輔
行
講
述
』
巻
二
（
仏
教
大
系
『
摩
訶
止
観
』

二
・
八
六
〜
八
七
頁
）、
同
撰
『
十
不
二
門
指
要
鈔
講
述
』
巻
上
（
天
全
二
・
二
〇
二

頁
上
〜
二
〇
五
頁
上
）
に
お
い
て
も
、
道
因
の
「
終
日
十
乗
、
終
日
起
教
。」
の
説
が

引
用
さ
れ
、
十
乗
観
法
と
起
教
が
同
一
の
観
法
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
守
脱

の
説
明
で
は
、「
今
日
十
乗
、
明
日
起
教
」
と
い
う
守
脱
の
言
葉
が
言
い
表
す
よ
う
に
、

両
者
の
差
異
に
も
言
及
し
て
い
る
。
守
脱
は
、
観
体
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
十
乗

観
法
と
起
教
は
同
一
の
観
法
で
あ
る
と
説
く
と
同
時
に
、
定
境
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

両
者
は
異
な
る
と
も
説
く
。
守
脱
の
見
解
は
、
十
乗
観
法
と
起
教
と
の
同
・
異
を
と
も

に
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
井
上
氏
は
前
掲
論
文
で
、
こ
の
よ
う
な
守
脱
の
見
解

に
依
拠
し
て
、
十
乗
観
法
と
起
教
の
同
・
異
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
31
）　

観
不
思
議
境
の
解
釈
を
め
ぐ
る
従
義
と
処
元
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
石
津
照
璽
『
天

台
実
相
論
の
研
究
│
存
在
の
極
相
を
索
め
て
│
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
七
年
、
四

一
二
〜
四
五
三
頁
）、
安
藤
氏
前
掲
書
（
八
八
〜
一
二
六
頁
）、
窪
田
哲
正
「
照
源
の
『
止

観
義
例
猪
熊
鈔
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
五
五
│
一
、
二
〇
〇
六
年
）、

同
「
趙
宋
天
台
諸
師
の
一
念
三
千
論
」（『
妙
塔
学
報
』
九
、
二
〇
〇
八
年
）
等
、
参
照
。

（
32
）　

続
蔵
二
│
四
・
二
八
八
丁
左
下
〜
二
八
九
丁
右
上
。

（
33
）　

前
出
、
註（
13
）。

（
34
）　

前
出
、
註（
19
）。

（
35
）　

続
蔵
二
│
四
・
三
五
四
丁
左
上
。
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（
36
）　

大
正
四
六
・
七
〇
四
頁
上
。

（
37
）　

前
出
、
註（
19
）。

（
38
）　

続
蔵
二
│
四
・
四
一
二
丁
左
上
下
。

（
39
）　

続
蔵
二
│
四
・
四
一
三
丁
右
上
。

（
40
）　

石
津
氏
前
掲
書
（
五
〇
三
頁
）
で
は
、
処
元
の
化
他
境
解
釈
に
つ
い
て
、「
菩
薩
が

行
者
の
た
め
に
説
い
た
四
説
と
解
す
る
考
へ
」
と
言
及
す
る
。
因
み
に
、『
摩
訶
止
観

見
聞
添
註
』
巻
五
之
二
（
仏
全
二
九
・
三
八
五
頁
下
）
に
は
、『
止
観
義
例
随
釈
』
巻

一
（
前
出
、
註（
39
））
の
記
述
が
、「
聖
人
四
説
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。

（
41
）　

続
蔵
二
│
四
・
四
一
八
丁
左
下
。

（
42
）　

了
然
の
教
説
を
論
じ
た
も
の
に
、
弓
場
苗
生
子
「
智
湧
了
然
の
理
性
差
別
義
」（『
天

台
学
報
』
五
七
、
二
〇
一
五
年
）
等
が
あ
る
。

（
43
）　

前
出
、
註（
8
）。

（
44
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
一
三
丁
右
上
下
。

（
45
）　

前
出
、
註（
13
）。

（
46
）　

前
出
、
註（
14
）。

（
47
）　

前
出
、
註（
9
）。

（
48
）　

続
蔵
二
│
五
・
一
一
三
丁
右
下
。

（
49
）　

前
出
、
註（
24
）。

（
50
）　

善
月
の
思
想
を
扱
っ
た
論
考
に
、
弓
場
苗
生
子
「
善
月
の
仁
岳
説
批
判
」（『
天
台
学

報
』
五
六
、
二
〇
一
四
年
）
等
が
あ
る
。

（
51
）　
『
仏
祖
統
紀
』
巻
一
八
（
大
正
四
九
・
二
三
八
頁
下
）
の
善
月
の
伝
記
に
は
、「
師
為w

専
使a

往w

当
湖q

請w

竹
庵z

越
明
年
、
命p

師
分p

講
。
風
儀
清
温
、
談
辨
雅
正
。
竹

庵
讃p

之
曰
、
吾
於w

首
座q

可p

謂p

得p

人
。
但
恨
、
無w

継p

之
者z

」
と
あ
る
。
ま
た
、

安
藤
氏
前
掲
書
（
二
二
一
頁
）
参
照
。

（
52
）　

続
蔵
一
│
九
五
・
四
六
〇
丁
左
上
下
。

（
53
）　

前
出
、
註（
24
）。

（
54
）　

続
蔵
一
│
九
五
・
四
六
〇
丁
左
下
。

（
55
）　

続
蔵
一
│
九
五
・
四
六
〇
丁
左
下
。

（
56
）　

続
蔵
一
│
九
五
・
四
六
一
丁
右
上
。

（
57
）　

前
出
、
註（
18
）。

（
58
）　

前
出
、
註（
19
）。


